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持続可能で包摂的な社会実現に向けた中間支援的アクション

環境

社会
経済

2016年5月、G7環境大臣会合に合わせて開催した「環境市民フォーラム」において参加者と採択した「環境市民宣言」にて持続可能な社会実現へむけたアクションの一般化、日常化
を目指したプラットフォーム団体の設立が謳われ、その後中心人物の本田恭子氏の働きかけで主要メンバーが集められ、1年の準備期間を経てSDGsを標榜する団体設立を実現。
2018年3月に地球環境基金の助成が決まったことにより、具体的なSDGs普及促進活動が可能となった。
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活動の意義（評価）
分析チャート210224分析

活動1：SDGs認知向上

イベント等でのパネル展示、ウェブ
サイト・SNSでの情報発信、冊子発
行、他団体の普及活動サポート

EPO中部
未来創造
サポート

活動1：持続可能な社会実現に向
けた知識の向上（SDGsの理解）

活動1：環境保全への認識向上 活動2：環境保全の知識技能向上

活動2：持続可能な社会実現に向
けた知識の向上（SDGsの理解）、
社会的包摂への認知・取組増

活動3：社会的包摂への取組増
加、多様な主体間の組織学習の
機会増加

活動3：ステークホルダーの全体利益
向上、持続化、新規事業・雇用創出

活動1：企業や行政等の持続化
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活動3：複雑な課題（地球
温暖化等）への対応促進

活動4：社会的包摂マインドの向
上、多様な文化創出、QOL増大、
レジリエンス増大

活動2：SDGs実践ノウハウ普及

オープンセミナー開催、企業・学
校等への個別講演・研修

活動3：パートナーシップ促進及び構築支援

セミナー開催、多様な主体による対話の場
設定、異分野統合の催事開催

活動4：社会的包摂マインド醸成

置き去りの存在を知る活動（カフェ）
、課題の見える化・共有化・指標化

活動2：企業や行政等の持続化

活動4：新規事業創出、地域内雇用促進

活動4：社会的弱者への理解を通じた生物・自然へ
の理解増大、福祉器具等の環境配慮見直し増大
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